
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東日本大震災、総書記の慰問金を伝達 
 

金正日総書記から送られた東日本大震災被害同胞への慰問金伝達式が８日総連 

岩手県本部で行われた。 
 

この日はまず総連中央の南昇祐副議長が岩手を訪れ被災した同胞を慰問した。 

7 日の夜に起こったＭ7.4 の余震の影響で、当日朝の時点で県内は全域に渡り 

停電していた。信号も点かないなか被災地に向かった一行は、同胞の自宅や 

避難所へ各地から送られてきた救援物資を届け、流失した自宅や店舗を見て 

回った。南昇祐副議長は同胞たちに現在の生活や急ぎの問題が無いかなどを 

聞き、金正日総書記から送られた慰問金を手渡した。 

 

県本部に場所を移し、慰問金伝達式が行われた。総連緊対策委岩手県本部のメンバ 

ーと南昇祐副議長、被災同胞たちが参加した。 副議長は、総書記が大震災によって甚

大な被害を受けた同胞たちへ５０万ドルの慰問金を送られたことについてあらためて 

言及し、被害地域のすべての同胞たちへ心からのお見舞いを伝えると述べた。あいさ 

つをした崔成守委員長は、震災による同胞の被害状況と岩手県本部が行っている救援 

活動の状況、各地同胞たちの支援活動について述べた。式にさきがけて、本部の活動 

家たちが大地震の直後から被災地に入り救援活動を展開しながら撮影した映像が上映 

された。伝達式の参加者たちは、無事に避難できた沿岸部在住の同胞の姿を見て安堵 

してほほ笑んだり、涙をぬぐう場面もあった。集会では被災地から参加した 8人の同 

胞へ慰問金が伝達された後、代表が祖国と全国の同胞への感謝を討論した。 
 

 

 

式の後、市内「明月館」にて被災地同胞を慰労激励する会が開かれた。 

委員長の「乾杯は出来ないが、私達には守り助けてくれる組織と祖国が 

あり心配してくれる同胞が居るから心を強く持ち、この困難を共に乗り 

越えていきましょう」という挨拶で始まった食事会は始終よい雰囲気で、 

被災した同胞との奇跡的な再会を喜び、これからの長期的な支援活動に 

決意を新たにする同胞たちの姿が見受けられた。 

 

大槌・城山体育館で炊き出し 

 

18 日、大槌町の城山公園体育館にて京都府青商会が焼肉の炊き出しを行い、約 400 人分(120kg)の焼肉を避難者や災害対策本

部関係者に振る舞った。今回の炊き出しは、大槌町で焼肉店を経営し同体育館で避難生活を送る河元一さんの甥で、京都市在

住の金光烈さんの呼びかけに呼応した有志らが計画。当日は、宮城朝青から助っ人が駆け付け、県内からは崔成守委員長、曺

貞喜女性同盟委員長や徐明秀青商会会長など 10 人の同胞が手伝った。味付けして炭火で焼くと、「いい匂い」と歓迎の声が上

がった。１か月を超える避難生活に疲れた被災者たちはひとときの満腹感に表情をほころばせていた。少年時代に母と帰省し

ていた金さんは「母の実家も流されてしまい街中は正直何もなくなってしまったが、少しでも力になりたい」と汗を流した。

河元一さんは「言葉も出ないほどうれしい。店は流されたがプレハブの仮店舗から始めたい」と元気をもらった様子だった。

京都府青商会会長をはじめ役員有志のみなさんコマッスンミダ！ 

  
 

 

 
南昇祐副議長(右から 2 番目)と 

被災地を見て回る同胞たち 

 
被災同胞を代表して討論した 

高浩映さん 

食事会の様子 



 埼玉初中に被災地から編入学 
 

 大船渡で被災し住宅兼店舗を流失した張英敏さんの娘の張

侑那ちゃん(初４)と愛那ちゃん(初１)が 2 日、埼玉初中級学校

に編入学した。同校は 2 人の母・金秀和さんの母校であり、

震災後から子ども達は秀和さんの実家である埼玉に避難して

いた。総連埼玉・中部支部と埼玉初中、多くの県内同胞が協力

して受け入れ体制を整えてくれた。 
 侑那ちゃんはこれまで大船渡の日本学校に通いながら、朝大

生が講師を務めるインターネット教室「ナルゲ」でウリマルに

親しんできた。2人は朝鮮学校に通うことについて楽しみにし

ていたという。式当日には本部委員長、女性同盟委員長らが岩

手から駆け付け共に入学をお祝いした。 

 
侑那ちゃん、愛那ちゃんを祝う家族 

岩手から駆け付けた委員長たちと共に 

大震災から 1 カ月以上が経ち桜の季節になり

ました。花の生命力を改めて認識しました。春

のやわらかい日射しが少しでも被災地の人々の

心をなごませてほしいものです。 

 地震後、体調不良を訴えて来る人が多くなっ

てきました。異常に長い余震もストレスになっ

ていると思います。よく眠れなくなった、身体

が疲れる、頭が重い、気力が出ない、何となく

不安だ、など多様です。 

 特に眠れなくなった人は 

どうしたらいいでしょうか。 

割り切って「不眠症」として 

「睡眠薬」を一時期、正しく 

服用するのも一つの解決策です。不眠が続くと

高血圧や糖尿病、うつ病などが起り易くなるか

らです。睡眠薬を服用しよく眠り、心身の調子

を以前のように取り戻すことを優先すべきで

す。 

 不眠にはなかなか寝付けない「入眠障害」、夜

中に何度も目が覚める「中途覚醒」、朝早く目が

覚めてしまう「早朝覚醒」などのタイプがあり、

タイプに応じた睡眠薬を服用します。睡眠薬に

は作用時間の長さ以外にも、鎮静作用や抗不安

作用、筋弛緩作用などの作用もあり使い分ける

ことが大事です。 

 また最近新しい睡眠薬も認可され使用されて

います。これは特に入眠障害のタイプに良く効

きます。市販の睡眠改善薬はかぜ薬やアレルギ

ー性 疾患の薬として使われている抗ヒスタミ

ン薬の一種で慣れが生じ易いなどで本当の不眠

症には使えません。やはりかかりつけ医に行っ

てよく相談すべきです。 

（協力：幸クリニック院長 姜幸一先生） 

第１０１回 『 ストレスと不眠 』

※震災による臨時体制のため前号の連載をお休み

させていただきました。楽しみにしていた方々に、

この場を借りてお詫び申し上げます。 

 

東京朝高で第 61 回卒業式 
 

去る 3月 6日、東京朝鮮文化会館にて東京朝鮮高級学校の卒

業式が行われ、崔智慧さん(盛岡市・崔成守さん次女)が同校を

卒業した。智慧さんは中級部まで東北朝鮮初中高級学校(当時)

で寄宿舎生活をし、高級部が 

休校となったため 2008 年 4 月 

東京朝高に入学。埼玉の親戚 

宅から 3年間休むことなく学 

校に通い、『12 年間皆勤賞』 

の表彰を受けた。式には家族 

親戚のほか東北ハッキョの先 

生方も駆け付け、彼女の門出 

を祝福した。 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

卒業生たちは朝鮮高校に対する｢高校無償化｣適用実現のた

めに高校生活最後の１年間を、学校で過ごす大切な時間を削っ

て街頭に立ち、署名やビラ配りなどをしてきたが、制度適用さ

れぬまま卒業の日を迎えた。｢無償化｣への思いは在学生に受け

継がれ、権利獲得のために最後まで差別と闘うと学生代表が決

意を述べた。智慧さんは希望を胸に朝鮮大学校・政治経済学部

(政治経済学科)へ進学する。 

 
智慧さんと崔成守・金香順夫妻、妹の順慧ちゃん

 
4 年に編入した侑那ちゃん 

 
愛那ちゃん 教室にて 

■朝鮮大学校 入学式 
 日時：5月 8日(日) 10:00  

  会場：朝鮮大学校 講堂 
※4月 10 日の予定でしたが 

震災のため延期されました。 

 

 

お世話になった東北の先生方と共に 

 

ヒムネジャ！岩手！


